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The Ministry of Foreign Affairs of Japan (MOFA) is 
implementing the "Japan Brand Program." I visited three 
overseas countries, and gave lectures, exhibitions and 
workshops. Visiting countries and venues are the National 
Technical University of Ukraine Kyiv Polytechnic 
Institute, the Royal Institute of Technology in Sweden, the 
Eight Belgrade High School in Serbia. The content of the 
lecture has been disseminated about advanced IT 
technology and "kawaii" of Japanese concept used in my art 
work. I use the word “Kawaii”as a word that expresses 
Japanese nature and spirituality remarkably. I am paying 
attention to the emotional importation style of wanting to 
protect small and obscene things. I regard “Kawaii” as a 
concept including Japan's own nuances. “Kawaii” is 
ambiguous and reasonable explanation is difficult, I aimed 
for mutual understanding by experiencing the work and 
conveying it in play. Participants reflected in the scenery in 
the picture, and the works animated animation animals 
appeared by moving, etc. were displayed. Learning and 
noticing through the practice of "one cool Japan" and report 





























実施が決定した。実施期間は、 2018 年 2 月 19 日から 3





































































2 月 20 日(火) 
15:30 展示会場視察・打ち合わせ・準備等（キエフ工科
大学） 
2 月 21 日(水) 
15:00 開会式（キエフ工科大学） 
17:00 講演会 




2 月 23 日(金) 
15:00 通訳との打ち合わせ および展示会場設営（王立工
科大学） 





2 月 27 日(火) 
17:00 大使館スタッフとの打ち合わせ 























図 1 手持ちスーツケースに詰めた作品機材 1 
図 2 手持ちスーツケースに詰めた作品機材 2 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
① Polyphony Road animals ② Polyphony Road 
flower ③ Polyphony Road Alpaca ④ The home 
where you are here ⑤ Nest ⑥ きみとぼくのあい
だのコト ⑦ ぼくぱぐ ⑧ 時の企て ⑨ 絵本 ⑩ 
映像ポートフォリオ ⑪ 映像作品「実存比喩」 
以下は、実際に持参した機材リストである。 
① Polyphony Road animals  
PC、KINECT for Windows、（プロジェクターは現地に
て手配） 
② Polyphony Road flower 
PC、KINECT Xbox 360、（プロジェクターは現地にて手
配） 
③Polyphony Road Alpaca 
iPhone、（プロジェクターは現地にて手配） 
④ The home where you are here 
ASKA3D プレート(25×25cm)、iPad 
⑤ Nest  
PC、プロジェクター、LED 赤外線カメラ 
⑥ きみとぼくのあいだのコト   
PC、プロジェクター、BLASTERX SENZ3D カメラ、絵
画額縁、access point 、LAN 、アダプタ 








⑪ 映像作品「実存比喩 -永遠の日曜日-」 
「実存比喩 -O・F ボルノウの夜の空間より-」 
デジタルフォトフレーム 
以下は、持参作品の概要について記載する。 
① Polyphony Road animals  
② Polyphony Road flower  












図 3 インタラクティブ作品「Polyphony Road」 
④ The home where you are here 























図 5 ASKA3D プレートガラスの空中結像技術の構造注 2 











図 7 インタラクティブ作品「Nest」 
⑥  きみとぼくのあいだのコト  

































図 8 インタラクティブ作品「きみとぼくのあいだのコト」 
 
図 9 BLASTERX SENZ3D を用いた表情の読み取り 
  














図 11 インタラクティブ作品「時の企て」 
⑨ 絵本  
自身の絵本作品 4 作品の展示。 




























































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 





図 18 インタラクティブ作品「時の企て」の簡略化展示 
 





図 21 インタラクティブ作品「Nest」の簡略化展示 
 




















参加人数：約 50 名 
 
 




学ぶ作画の基本体験（図 24）（図 25）（図 26）。 








（図 29）（図 30）。 
主な参加者：美術や日本語・日本文化を学ぶ学生 
参加人数：約 20 名 
 
図 24 キエフ工科大学でのワークショップ風景 
 









神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
 
図 27 キエフ工科大学での展覧会ギャラリートーク 1 
 
図 28 キエフ工科大学での展覧会ギャラリートーク 2 
 
図 29 キエフ工科大学での展覧会ギャラリートーク 3 
 









































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
 












参加人数：約 60 名 
以下のように展覧会図面を作成し設置した（図 33）。 
  
図 33 スウェーデン・王立工科大学での展覧会図面 
以下に展覧会の展示風景を紹介する（図 34）（図 35）
（図 36）（図 37）（図 38）（図 39）（図 40）。 
 
図 34 インタラクティブ作品「Polyphony Road」の簡略化展示
 
図 35 インタラクティブ作品「Polyphony Road」体験風景 1 
 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
 
図 37 絵本作品や映像での作品紹介コーナーの展示  
 



















参加人数：約 30 名 
以下に講演会風景を紹介する（図 41）（図 42）（図 43）。 
 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
 
図 42 王立工科大学での講演会風景 2 
 


































































図 44 現地の在スウェーデン日本国大使館の皆様と記念撮影 
3-3  セルビア・ベオグラード第八高校への訪問  
セルビアでは、ベオグラード応用美術館での展示と講演
が以下の図面のように決まっていたが（図 45）（図 46）、

















図 45 セルビア・ベオグラード応用美術館での展覧会図面 1 
 






開催日時：2 月 28 日 13:00～14:00  






参加人数：約 150 名 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
  
図 47 セルビア・ベオグラード第八高校講演会風景 1 
 
図 48 セルビア・ベオグラード第八高校講演会風景 2  
 











































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
能性も危惧していたが、コンセプトや思想背景に興味関心
を持ち、粘り強く議論される方が多かった。作家としては、
表面的な技術だけでなく、背景のコンセプトまで理解を示
していただけたことが、とてもやりがいがあった。ヨーロ
ッパで現地の方々との議論を交わす中で、日本の「かわい
い」という言葉に備わっている意味が、自分自身の中でも
大きな気づきとなっていったのが、とても有意義なことだ
った。「かわいい」には世話を焼くなど、能動的に関わり
愛情をかけることと密接に結びついており、講演の質疑応
答では、「愛情」という自身のテーマについての意見や質
問が多く出てきたことで、一番伝えたかったことが、全世
界で共感できる普遍的な内容なのだと可能性を感じた。ま
た、現地で強く感じたことは、日本文化の中でもサブカル
チャーと言われている漫画・アニメ・ゆるキャラなどのポ
ップカルチャーが、親しみやすさからか、海外の子供たち
にも浸透していたが、日本料理や華道・茶道などを単なる
ファッションとして捉えるのではなく、精神性を含めて関
心を持たれている点に関しては、私自身気がついていない
日本文化の奥深さや魅力の大きさを改めて感じた。今回の
日本的概念である「かわいい」をテーマにしたことが、理
解を深めてもらうことに適していたと感じた。曖昧で合理
的には説明できない日本的概念の「かわいい」を西洋の
方々にどのくらい伝わるのか実践するまでは、危惧してい
たが、わずかでも同じ時間を過ごし、丁寧に触れ合い会話
を重ねることで、その寄り添う姿勢自体が、心を交わす意
味での「かわいい」の理解への第一歩であると信じている。
また、講演や展覧会を通して、海外の人々の表情がゆるん
で笑顔が見られ、遊ぶ様に、まさに日本の「かわいい」を
経験していただくことができたとあらためて感じた。「日
本の強み、日本的な価値観、伝統、現代日本を形作る文化
的背景等、日本の多様な魅力を外国人に伝え、現地での関
心・共感を呼び起こすこと」を目的としていたので、12
日間の短期間の訪問ではあるが、おおむね達成できたと思
う。日本の内閣府が打ち出した「クールジャパン」と時を
ほぼ同じく、学生時代より日本を意識した作品制作を行っ
てきたが、今回の経験をふまえて、今後の作家としての自
身の方向性について次のように考えた。日本の文化や思想
への興味関心は確かに高い。また、先進的技術的を作品へ
と結びつけ、また発表できる自由さが現代の日本にはある。
それゆえ今後ますます思想背景・中身への追及が必要と思
われる。形骸的な日本文化は浸透しつつあるが、精神性ま
で伝えるには、日本固有の神話や古典、また日本人の心の
構造について学び、地に息づくものから表現することで、
より深く伝えることができるだろう。根付いた固有の文化
を自身が生き、作品からにじみ出るものが、世界への発信
と共感を生むことにつながると考えるからだ。ただ、一方
で単独の思想や文化を深く見つめていくことは、他の思想
を排除する危惧を理解する必要は大いにある。この日本で
何気なく生活しているが、それは海外から見た場合、特異
であることもある。それぞれが多様性を認め、固有性や土
着的なものを互いに行き来できる精神の自由さの発展の
橋渡しを作品を通して実現できるようになりたいと思う。 
 
【参考リンク】 
外務省、「日本ブランド発信事業」 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/p_pd/pds/page22_00110
0.html、（2018.7.31） 
（注 1）『日本ブランド発信事業』では、発信力のある様々
な専門家を海外に派遣し、それぞれの特色を生かした講演
会およびワークショップまたはデモンストレーションな
どを実施することで、聴衆と価値観や体験を共有し、日本
の魅力に対する関心や共感、日本文化に対する理解を促進
することを目的としている。加えて、日本の良さに共感す
る外国人による再発信を促し、波及効果の拡大を視野に入
れ目指している。さらに将来的には、日本の産品の海外に
おける消費・流通が拡大し海外ビジネス展開につながるこ
と、価値観を共有する人々の国際交流の端緒となること、
日本やの観光客が増加することなども視野に入れている
取り組みである（※引用：外務省ホームページ「海外広報」）。 
（注 2）株式会社アスカネット、「ASKA3D 原理と仕組
み」、https://aska3d.com/ja/technology.php、（2018.7.31） 
